人麻呂の近江荒都歌をめぐって : 作者の創意と時代背景 by 寺尾 登志子









































































れとなった。天智 息子大友皇子と、弟の大海人皇子 次代の皇位を争い、 大海人皇子側が圧倒的勝利
を得た皇位継承戦の勃発である。


































































































































































































「あまざかる」 「いはばし 」 「楽浪の」は、それぞれ「鄙」 「近江」


































































                                               （１・三一）
 



























































































冒頭で人麻呂が創出した神 以来神である天 がすべ 大和で統
治し続けたという神話的物語は、ただ近江遷都をタブーだったというのみならず、近江京そのもの 存在を認めず、歴史から除外しようとする作意を誘導するため 、 詩的創意 ったのではなかろうか。
 


































なライバルと目された大津皇子 謀叛が発覚し、即刻処刑され のだ。発覚から処刑まで電光石火の勢いで事 運ばれ 関わって処罰された者の数が少なかったことなどから、持統 大津皇子排除を目論み、皇子を孤立させ挑発して謀叛にいた しめた、 考えられている。
 
 










































































































































日」とは「安居」の果てる日であろう。七寺の僧侶に布施が与えられ、別途、草壁皇太子 ために追善供養がなされたという だ。草壁の薨去は前年の四月十三日だから、その一周忌に続いて行われた供養の「安居」であったと思われる。渡瀬は「皇太子の為に、三寺…」の「三寺」に着目し、 「延喜式」の記載を基に、三寺の中に「崇福寺」が含まれると論考する。
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「崇福寺」とは『扶桑略記』などによれば、六六八年に天智天皇








































受け、集団の情調に抒情的形象を与えたことになる。作品 持統朝の人々に好評を博したが、そのテーマは人麻呂個 にも深く刻印され、廃都近江にまつわる名歌が遺された。次に、巻三のよく知られた二首を、 「近江荒都歌」との関わりで読んでおきたい。
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れまで契沖以来の無常観に浸って、一首を読んでいたからに相違ない。そう思って手元 テキストを読み比べてゆくと 結句を文明訳のように「湛えられて居る」と訳してい もの 見つか な った。
 
 






















活躍した大宮人たちの末路を憐れんだの った 本来流 ゆく川の水が、 「網代木」という人為によって停留し滞った後、どのよう 命



























































































































































































































白鳥になって天翔け、浜に向かって飛んで行く。遺された者たちはその を追い、足 痛みも顧みずに荒 地を走り、海中を行きな







































































































































































が抱いたもので あったろう。上皇の崩御は翌年、同二年の十二月である。最晩年の上皇の胸に去来したのは、 時の流れに浄化さ たすべての死者たちへ 追懐ではなかったか
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亡くなった大宮人たちの魂も、二度と姿を現すことはないだろう。琵琶湖の湖水は眩しい光を返し、何事もなかったか ように鎮まるばかりである。天武の志を継いだ藤原京も、安寧に栄えてゆく 違いない。 「近江荒都歌」には、持統の強い祈願が籠められていた
 
  本稿の執筆は、二〇一六年歳晩に行われた人文研の旅行に参加し
たことがきっかけとなった 幾つもの知的刺激を与え 頂き、あらためて人文研関係者の皆様に、感謝申し上げる。雨の近江を朝出発して宇治川を渡り、飛鳥へ 移動するバスの車中、近江から帰京を急ぐ馬上の人麻呂が、見えるとも 浮かんで 消えて った。
 
  
*1  『万葉集』の作品本文は、小学館新編日本古典文学全集『万葉集１』 （小島憲之・他校注一九九四年）から引用する。口語訳に参照したのは同書の他に、旺文社文庫『万葉集』 （桜井満訳注一
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九七四年） 、筑摩書房『万葉集私注一、二』 （土屋文明一九七六年） 、それに新版岩波文庫 』 （佐竹昭広他校注二〇 六年） 、笠間書院『柿本人麻呂』 （高松寿夫二〇一一年）の 釈と現代語訳である。
 

























































*12 秋山虔他編集 日本古典文学史の基礎知識 六 （伊藤博）
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